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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
来店者自らが検眼測定できるように、その測定手順を示すモニターを備え、該モニターに
は測定データが得られるまでの間、測定手順を示す動画又は静止画が繰り返し提示される
ことを特徴とする検眼システム。
【請求項２】
前記測定手順の練習を示す練習画面が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の
検眼システム。
【請求項３】
前記測定手順を示す動画が眼鏡レンズ測定装置による眼鏡レンズの測定手順を説明するた
めのものであることを特徴とする請求項１に記載の検眼システム。
【請求項４】
前記測定手順を示す動画が検眼装置による視力の測定手順を説明するためのものであるこ
とを特徴とする請求項３に記載の検眼システム。
【請求項５】
前記検眼装置が前記眼鏡レンズ測定装置から前記眼鏡レンズ測定データを受け取ると、前
記モニターの画面が前記眼鏡レンズの測定手順を示す動画から前記視力の測定手順を示す
動画に切り替わることを特徴とする請求項４に記載の検眼システム。
【請求項６】
前記検眼装置が前記眼鏡レンズ測定装置から測定データを受け取ると、前記モニターの画
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面が前記眼鏡レンズの測定手順を示す動画から視力測定の練習を行うための練習画面に切
り替わることを特徴とする請求項４に記載の検眼システム。
【請求項７】
前記視力測定の練習結果での正解が所定回数に達したとき、前記モニターの画面が前記練
習画面から前記視力の測定手順を示す動画に切り替わることを特徴とする請求項６に記載
の検眼システム。
【請求項８】
練習モードで所定回数以上間違えたときに詳細説明画面に画面遷移することを特徴とする
請求項７に記載の検眼システム。
【請求項９】
前記眼鏡レンズの測定中に所定時間経過しても測定データが得られないときには、再度眼
鏡レンズの測定手順を説明する動画又は静止画が表示されることを特徴とする請求項２に
記載の検眼システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、来店者自らが検眼測定できる検眼システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、眼鏡レンズやコンタクトレンズの購入を希望する顧客が眼鏡店に来店すると、店員
がその顧客に応対し、顧客が眼鏡レンズやコンタクトレンズを装用している場合には、店
員自らが眼鏡レンズ測定装置（レンズメータ）を用いて眼鏡レンズ、コンタクトレンズの
測定を行い、また、検眼装置により顧客の視力の測定を行っている。
【０００３】
例えば、専門の眼鏡店にわざわざ出向いてまで眼鏡レンズやコンタクトレンズの測定、視
力の測定を行ってもらうのは面倒であり、手軽に自分で測定したいと思う顧客も多い。
【０００４】
このような場合に、眼鏡レンズの測定から視力の測定までを自分自身で行うことのできる
検眼専門施設が近くにあれば便利である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、一般の顧客は、眼鏡レンズ測定装置、検眼装置の取り扱い方、その眼鏡レンズ
の測定、コンタクトレンズの測定、視力の測定の仕方を知らないのが通常であり、取り扱
い方、測定の仕方をたとえ知っていたとしても、その知識には怪しいものがあり、測定に
手間取ることがある。また、結果として得られる測定データが信頼のおけないものである
と、これらの測定データが眼鏡レンズの製作に利用できないものとなり、顧客自らに眼鏡
レンズの測定、コンタクトレンズの測定、視力の測定を行わせるには解決しなければ問題
がある。
【０００６】
本発明は、上記の事情に鑑みて為されたもので、顧客自らがスムーズに検眼データの測定
を行うことができるようにすると共に、顧客自らに検眼データの測定を行わせたときでも
、得られる測定データの信頼性を極力確保できるようにした検眼システムを提供すること
にある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載の検眼システムは、来店者自らが検眼測定できるように、その測定手順を
示すモニターを備え、該モニターには測定データが得られるまでの間、測定手順を示す動
画又は静止画が繰り返し提示されることを特徴とする。
【０００８】
請求項２に記載の検眼システムは、測定手順の練習を示す練習画面が設けられていること
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を特徴とする。
【０００９】
請求項３に記載の検眼システムは、前記測定手順を示す動画が眼鏡レンズ測定装置による
眼鏡レンズの測定手順を説明するためのものであることを特徴とする。
【００１０】
請求項４に記載の検眼システムは、前記測定手順を示す動画が検眼装置による視力の測定
手順を説明するためのものであることを特徴とする。
【００１１】
請求項５に記載の検眼システムは、前記検眼装置が前記眼鏡レンズ測定装置から前記眼鏡
レンズ測定データを受け取ると、前記モニターの画面が前記眼鏡レンズの測定手順を示す
動画から前記視力の測定手順を示す動画に切り替わることを特徴とする。
【００１２】
請求項６に記載の検眼システムは、前記検眼装置が前記眼鏡レンズ測定装置から測定デー
タを受け取ると、前記モニターの画面が前記眼鏡レンズの測定手順を示す動画から視力測
定の練習を行うための練習画面に切り替わることを特徴とする。
【００１３】
請求項７に記載の検眼システムは、前記視力測定の練習結果での正解が所定回数に達した
とき、前記モニターの画面が前記練習画面から前記視力の測定手順を示す動画に切り替わ
ることを特徴とする。
【００１４】
請求項８に記載の検眼システムは、練習モードで所定回数以上間違えたときに詳細説明画
面に画面遷移することを特徴とする。
【００１５】
請求項９に記載の検眼システムは、前記眼鏡レンズの測定中に所定時間経過しても測定デ
ータが得られないときには、再度眼鏡レンズの測定手順を説明する動画又は静止画が表示
されることを特徴とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図１において、１は高さが上下動可能な検眼テーブルである。この検眼テーブル１には検
眼装置２が設けられている。顧客３は椅子４に座って、自分自身で検眼測定を行うもので
ある。検眼テーブル１の脇には、図２に示す公知の眼鏡レンズ測定装置（オートレンズメ
ータ）５が設けられている。５ａはその表示画面である。
【００１７】
その眼鏡レンズ測定装置５には、レンズ受け（測定部）６、レンズ押さえ７、レンズテー
ブル８、テーブル操作レバー９が設けられている。レンズ押さえ７は上下動可能であり、
レンズテーブル８はテーブル操作レバー９により前後動可能である。検眼テーブル１には
モニター装置１０が設けられている。
【００１８】
このモニター装置１０には、図３（ａ）～図３（ｃ）、図４（ａ）～図４（ｃ）、図５（
ａ）～図５（ｃ）、図６（ａ）～図６（ｃ）、図７（ａ）～図７（ｃ）に示す画面、その
詳細画面が表示されるものであるが、その詳細は測定手順と共に説明する。
【００１９】
検眼装置２には、図１、図８、図９に示すように、逆Ｌ字形状のボックス本体１１、検眼
測定ユニット１２、１３、額当て１４、ジョイステッィク１５、ボタン１６、カーソル１
７～２０を有する。
【００２０】
その検眼測定ユニット１２、１３はそれぞれ独立に自動的に前後左右上下方向に駆動可能
であると共に、図示を略す支軸を中心に旋回可能である。カーソル１７は検眼測定ユニッ
ト１２を手動で左右方向に移動させるのに用い、カーソル１８は検眼測定ユニットを手動
で左右方向に移動させるのに用い、これらのカーソル１７、１８により検眼測定ユニット
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１２、１３の左右方向の間隔を調整することができる。また、カーソル１９は両検眼測定
ユニット１２、１３を手動で顧客４の顔に近づく方向に駆動させるのに用い、カーソル２
０は両検眼測定ユニット１２、１３を手動で顧客４の顔から遠ざける方向に駆動させるの
に用いる。
【００２１】
その検眼測定ユニット１２、１３の内部には公知の自覚、他覚検眼測定を行うための光学
系が組み込まれている。この自覚、他覚検眼測定を行うための光学系の詳細説明は、本発
明と直接には関係しないので、その詳細は割愛する。
【００２２】
その検眼ユニット１２、１３には、反射プリズム部１２Ａ、１３Ａが設けられ、顧客３は
眼の高さが反射プリズム部１２Ａ、１３Ａの高さに合うように検眼テーブル１の高さを概
略調整できる。顧客はそのプリズム部１２Ａ、１３Ａを通じて検眼測定ユニット１２、１
３の中を覗くことにより、検眼測定ユニット１２、１３の内部に配設されている光学系を
介して提示される固視標、視力表等を見て検眼測定を自ら行うことができるものである。
【００２３】
検眼装置２と眼鏡レンズ測定装置５とモニター装置１０とには、コンピュータ及びメモリ
が設けられ、測定を実行するソフトウエア、測定手順を説明するソフトウエアがそれぞれ
組み込まれている。その各装置２、５、１０は、図示を略す通信ケーブルでそれぞれ接続
され、各装置２、５、１０は図示を略すメイン電源スイッチをオンすると、作動可能状態
となる。
【００２４】
メイン電源をオンすると、モニター装置１０の画面には、図３（ａ）に示す視力測定の初
期画面Ｇ１が提示され、例えば図示を略すスタートボタンを押すと、図３（ｂ）に示す眼
鏡レンズ測定画面Ｇ２（メガネ測定画面）に画面遷移する。その図３（ｂ）には測定の説
明と、ムービー画像表示領域２１と、戻るボタン２２と、次へボタン２３とが表示される
。眼鏡レンズを装用していない人は次へボタン２３を押すと、図４（ａ）に示す測定手順
説明画面Ｇ４へ画面遷移する。
【００２５】
そのムービー画像表示領域２１には最初に検眼装置５の外観を示す画像が表示される。所
定時間経過すると、ムービーがスタートする。
【００２６】
その図３（ｂ）に示す眼鏡レンズ測定画面Ｇ２に画面遷移すると、ムービー画像表示領域
２１に、来店者自らが検眼測定できるように、測定手順を示す動画が繰り返し提示される
。残余の静止画表示領域には、測定手順を示す文字が表示されている。この測定手順に対
応する文字が同時に音声で流される。なお、ムービーをスタートさせるためのスタートボ
タン（図示を略す）を静止画表示領域に設けていても良い。
【００２７】
すなわち、ムービー画像表示領域２１に眼鏡レンズ測定装置５による眼鏡レンズの測定手
順を説明するために、測定手順を示す動画が図１０に示すように表示される。その図１０
はその動画の一こまを示したものであり、眼鏡レンズ２４のうちの右目用レンズ２４Ｒを
レンズ受け６に載置した状態が示されている。
【００２８】
と同時に、動画の動きに合わせて、測定手順の説明が音声で顧客４に流れるようになって
いる。
【００２９】
例えば、「眼鏡レンズ２４の測定手順を説明します。まず、右目用レンズ２４Ｒから測定
を始めます。眼鏡レンズ２４をはずして、ムービーで示すように測定部（レンズ受け６）
に置いてください。」との説明が音声で流れ、これに応じた動画がムービー画像表示領域
２１に提示される。
【００３０】
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次に、「眼鏡レンズ２４の下側をレンズテーブル８に押しつけるように保持しながら一度
レンズ押さえ７を持ち上げてからレンズ押さえ７を下ろし、眼鏡レンズ２４を固定してく
ださい。」との説明が音声で流れ、これに応じて動画がムービー画像表示領域２１に提示
される。
【００３１】
次に、テーブル操作レバー９でレンズテーブル８を前後できるので、眼鏡レンズ２４がレ
ンズテーブル８に平行になるように押し当てながら、レンズの位置を合わせてください。
」との音声が流れ、これに応じてムービー画像表示領域２１に、図１１に示す画像が提示
される。
【００３２】
この図１１に示す画像を見ながら、顧客４は右眼用レンズ２４Ｒをレンズテーブル８に押
し当てながらの位置を調整するものである。また、続いて、十字線２５の位置が画面上で
動きます。」との説明が音声で流れ、顧客４はその指示通りに右眼用レンズ２４Ｒの位置
を調整するものである。
【００３３】
次に、「十字線２５の位置が中央部の最小リング２６の位置に入ると、測定ＯＫの表示が
されます。」との音声が流れ、その説明の後に、続いて「測定部の下にあるメモリボタン
（図示を略す）を押してください。」との音声が流れ、顧客４がその指示に従ってメモリ
ボタンを押すものであり、これによって右目用レンズ２４Ｒの測定データがメモリに保存
されるものである。
【００３４】
次いで、「左目用レンズ２４Ｌを測定します。」との音声が流れ、右目用レンズ２４Ｒの
ときの音声による説明が為されると共に、これに応じた動画がムービー画像表示領域２１
に提示される。
【００３５】
右目用レンズ２４Ｌと左目用レンズ２４Ｒの測定が終了すると、「印刷ボタン（図示を略
す）を押してください。」との音声が流れ、続けて「測定が終了しましたので眼鏡レンズ
２４を取り外してください。」との音声が流れる。
【００３６】
検者がこの眼鏡レンズ２４の測定が終了するまでの間、繰り返し一連の音声による説明と
これに応じた動画とが繰り返し提示され、検者はこの動画を見ることによって測定手順を
習得することができ、その後、検者が眼鏡レンズ測定装置５を操作し、表示画面５ａに表
示されている十字線２５が最小リング２６に入るようにレンズの位置を調整すると、眼鏡
レンズ測定装置５による眼鏡レンズ２４の測定が実行される。
【００３７】
眼鏡レンズ２４による測定が終了すると、図３（ｃ）に示すように、眼鏡レンズ測定終了
画面Ｇ３に画面遷移し、眼鏡レンズの測定データが表示され、５秒経過すると、図４（ａ
）に示す測定手順説明画面Ｇ４に画面遷移する。すなわち、検眼装置２のモニター装置１
０が眼鏡レンズ測定装置５から眼鏡レンズ２４の測定データを受け取ると、モニター装置
１０の画面が眼鏡レンズ２４の測定手順を示す動画から視力の測定手順を示す動画に切り
替わる。
【００３８】
測定手順説明画面Ｇ４にも、ムービー画像表示領域２１が提示され、そのムービー画像表
示領域２１には、最初に検眼装置２の外観を示す画像が表示される。
【００３９】
次いで、「双眼鏡を覗くようにして中を覗いてください。」との音声が流れ、「草原の真
ん中の遠くに赤い家が見えるように額当て１４に額を当ててください。顎を突き出したり
、引きつけたりしないで、真っ直ぐに額を当ててください。なお、真ん中に見えていない
場合にはカーソル１７～２０で真ん中に見えるように調整してください。」との音声が流
れ、これに応じて悪い例がムービー画像表示領域２１に動画として表示される。図１２は
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その動画の一こまを示したものであり、顧客４が検眼装置２に対面した状態が示されてい
る。また、図１３は視力測定の仕方の一こまを拡大表示したものであり、後述する視力測
定のときの測定の仕方が拡大提示されている。この動画を見ながら顧客４は視力測定の仕
方を習得する。次いで、顧客４が次へボタン２３を押すと、モニター装置１０の画面が図
４（ａ）に示す測定手順説明画面Ｇ４から図４（ｂ）に示す視力測定練習画面Ｇ５に画面
遷移する。この視力測定練習画面Ｇ５には、これに対応して視力表２７が表示され、「視
力表２７の切れ目の方向にジョイスティック１５を倒してください。」との音声が流れ、
次いで、「ジョイスティック１５のボタン１６を押してください。」との音声が流れる。
顧客４は図１３に示す動画で説明された測定の手順に従って練習を行う。
【００４０】
指示に応じて、顧客４が切れ目の方向にジョイスティック１５を倒し、ボタン１６を押す
と、操作が正しいかどうか判断され、この視力テスト練習画面Ｇ５で、正解が所定回数に
達したとき、モニター装置１０の画面が視力測定練習画面Ｇ５から図４（ｃ）に示す赤力
テスト練習画面Ｇ６に画面遷移する。この赤力テスト練習画面Ｇ６には「Ａ～Ｄ」の文字
が表示され、画面に表示されている説明と同じ内容の音声が流れ、顧客４は視力測定練習
画面Ｇ５と同じようにジョイスティック１５を操作する。
【００４１】
この赤力テスト練習画面Ｇ６で正解が所定回数に達したとき、モニター装置１０の画面が
、赤力テスト練習画面Ｇ６から図５（ａ）に示す視力測定画面Ｇ７に画面遷移する。なお
、所定回数行っても正解が得られなかった時、詳細な練習画面に画面遷移する。理解の早
い人には早く測定に移行できるようにし、理解の遅い人、高齢者、年少者等にはより一層
理解を深めて測定を行ってもらえるようにするため、詳細な練習画面を提示することにし
たのである。その一例については、後述する。
【００４２】
視力測定画面Ｇ７には、また、裸眼視力測定、他覚測定、片眼矯正視力測定、両眼視力測
定の視力測定の手順を説明する音声が流れると共に、この音声に応じて、一連の測定の動
画がムービー画像表示領域２１に表示され、顧客４は視力測定の手順を習得する。
【００４３】
測定手順を理解した後、顧客４はカーソル１８、１９を用いて検眼測定ユニット１２、１
３の間隔を調整し、眼の位置を合わせて、ジョィステッィク１５のボタン１６を押す。
【００４４】
すると、検眼測定ユニット１２、１３が作動を開始し、視力測定が始まる。最初に、裸眼
視力が測定され、図５（ｂ）に示すように、モニター装置１０の画面が裸眼視力表示画面
Ｇ８に画面遷移して裸眼視力の測定結果が表示される。なお、この裸眼視力測定では、一
方の眼に視力表が提示され、その測定終了後、他方の眼に視力表が提示されて測定が行わ
れるものである。すなわち、この裸眼視力測定では、片眼ずつ視力測定が行われる。
【００４５】
次いで、図５（ｃ）に示すように、他覚測定画面Ｇ９に画面遷移し、顧客４がムービーで
習得した手順に従ってジョイスティック１５を操作をして測定を行うと、他覚測定結果が
他覚測定画面Ｇ９に表示される。この他覚視力の測定は両眼同時に実行される。
【００４６】
引き続いて、モニター装置１０の画面が図６（ａ）に示す片眼矯正視力測定画面Ｇ１０に
画面遷移する。と同時に、画面１０には、その測定の仕方が表示される。
【００４７】
顧客４は赤力テスト練習画面Ｇ６で練習したように、光学系の内部に提示されたＡ～Ｄの
文字を見ながらジョイスティック１５を操作して、はっきり見えた場合にボタン１６を押
す。赤力テストの結果が得られると、図６（ｂ）に示す片眼矯正視力測定画面Ｇ１１に画
面遷移する。顧客４が視力測定練習画面Ｇ５で練習したように、光学系内に提示された視
力表２７を見ながらジョイスティック１５を操作して、ボタン１６を押すと、片眼矯正視
力結果が図６（ｂ）に示す片眼矯正視力測定画面Ｇ１１に表示される。なお、この片眼矯
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【００４８】
これによって、自覚視力測定が実行され、その測定結果が片眼矯正視力測定画面Ｇ１１に
表示され、引き続いて、モニター装置１０の画面は図６（ｃ）に示す片眼視力測定画面Ｇ
１２に画面遷移する。顧客４は光学系の内部に提示された放射線の方向が一様に見えるか
どうかを見ながら測定を行ない、一様に見えた場合にボタン１６を押し、異なるならばジ
ョイスティック１５を倒す操作を行う。この測定も片眼ずつ行われる。
【００４９】
放射線の方向が一様に見えた時点で、乱視矯正が為されたと判断され、次いで、モニター
装置１０の画面が、図７（ａ）に示す両眼矯正視力測定画面Ｇ１３に画面遷移する。この
両眼矯正視力測定では、検眼測定ユニット１２、１３の内部に視力表２７が同時に提示さ
れ、顧客４はムービーで習得した測定手順に従って両眼矯正視力を測定し、モニター装置
１０の画面は測定が終了すると両眼矯正視力終了画面Ｇ１４に画面遷移して両眼矯正視力
を表示する。
【００５０】
そして、モニター装置１０の画面は、５秒経過すると、図７（ｃ）に示すメインシステム
復帰画面Ｇ１５に画面遷移し、全測定が終了する。
【００５１】
【変形例１】
図１４に示すように、測定手順説明画面Ｇ４で、動画を見つつ測定手順の説明を受け（Ｓ
．１）、視力テスト練習画面Ｇ５に静止画として表示されている視力表２７を見つつ測定
の練習をし（Ｓ．２）、練習結果の正解が所定回数達したら（Ｓ．３）、視力測定画面Ｇ
７に移行し（Ｓ．４）、視力測定中（Ｓ．５）に異常が生じたときには、後述する詳細説
明画面に移行する。
【００５２】
所定回数達していないときには、視力テスト練習画面Ｇ５の練習で間違えたか否かを判断
し（Ｓ．６）、間違えていないときには測定手順説明画面Ｓ．２に移行し、間違えたとき
には、二度続けて間違えたか否かを判断し、１回間違えたのみのときには、測定手順説明
画面Ｇ４に移行し（Ｓ．１）、二度以上続けて間違えたときには、詳細説明画面Ｇ４’に
移行して説明を行った後（Ｓ．８）、視力テスト練習画面Ｇ５（図４（ｂ）参照）に移行
する（Ｓ．２）。
【００５３】
以上発明の実施の形態について説明したが、眼鏡レンズ２４の測定中に所定時間経過して
も、眼鏡レンズ測定装置５によって測定データが得られないときには、再度眼鏡レンズの
測定手順を説明する動画又は静止画を表示するようにすることが好ましい。
【００５４】
【変形例２】
本発明による測定手順の説明の他の例をの詳細を下記に表として掲げる。
【００５５】
【表１】
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【００５６】
【表２】
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【００５７】
【表３】

【００５８】
【表４】
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【００５９】
【発明の効果】
本発明によれば、顧客自らがスムーズに検眼データの測定を行うことができるようにする
と共に、顧客自らに検眼データの測定を行わせたときでも、得られる測定データの信頼性
を極力確保できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の検眼システムの概要図である。
【図２】　本発明の検眼システムに用いる眼鏡レンズ測定装置の概要を示す斜視図である
。
【図３】　モニター装置の画面に表示される画像の説明図であって、（ａ）は初期画面、
（ｂ）は眼鏡レンズ測定画面、（ｃ）は眼鏡レンズ測定終了画面を示す。
【図４】　モニター装置の画面に表示される画像の説明図であって、（ａ）は測定手順説
明画面、（ｂ）は視力テスト練習画面、（ｃ）は赤力テスト練習画面を示す。
【図５】　モニター装置の画面に表示される画像の説明図であって、（ａ）は視力テスト
説明画面、（ｂ）は裸眼視力測定画面、（ｃ）は他覚屈折力測定画面を示す。
【図６】　モニター装置の画面に表示される画像の説明図であって、（ａ）は片眼矯正視
力の赤力テストを示し、（ｂ）は片眼矯正視力の視力測定画面を示し、（ｃ）は片眼矯正
視力の乱視測定を示す。
【図７】　モニター装置の画面に表示される画像の説明図であって、（ａ）は両眼矯正視
力測定画面を示し、（ｂ）は両眼矯正視力終了画面を示し、（ｃ）はメインシステム復帰
画面を示す。
【図８】　本発明の検眼システムに用いる検眼装置の概要を示す外観図である。
【図９】　本発明の検眼システムに用いる検眼装置の概要を示す正面図である。
【図１０】　眼鏡レンズの測定手順を説明する動画の一こまを示す説明図であって、眼鏡
レンズを測定部に載せた状態を示している。
【図１１】　眼鏡レンズの測定手順を説明する動画の一こまを示す説明図であって、眼鏡
レンズ測定装置の画面５ａに表示されたリング像と十字線とを示している。
【図１２】　検眼装置の測定手順を説明する動画の一こまを示す説明図であって、検眼装
置に対面した状態を示している。
【図１３】　検眼装置の測定手順を説明する動画の一こまを示す説明図であって、検眼装
置のジョイスティックを操作している状態を示している。
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【図１４】　本発明に係わる検眼システムの変形例を説明するためのフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１　顧客（来店者）
１０　モニター装置

【図１】 【図２】
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